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2024 年 12 月 13 日 

各 位 
会 社 名 ス ミ ダ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 執 行 役 C E O 堀 寬 二 

 （証券コード6817東証プライム市場） 

問 合 せ 先 広報・IRチーム Tel. 03-6758-2470 

 

通期業績予想の修正及び期末配当予想の据え置きに関するお知らせ 
 

当社は、2024年7月31日公表の 2024年12月期通期連結業績予想を修正しましたので、下記のとおりお

知らせします。なお、2024年12月期期末配当予想は変更せず、一株当たり27.0円（通期で計53.0円）を

お支払いする予定です。 

 

記 

 

1. 通期連結業績予想の修正について（2024年１月１日～2024年12 月31日） 

 売上収益 営業利益 税引前利益 親会社の所有者

に帰属する当期

利益 

基本的1株当た

り当期利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（Ａ） 

（2024年7月31日発表） 

148,700 6,000 2,600 2,100 63.86 

今回修正予想（Ｂ） 143,000 4,000 600 500 15.20 

増減額（Ｂ－Ａ） △5,700 △2,000 △2,000 △1,600 － 

増減率（％） △3.8 △33.3 △76.9 △76.2 － 

（参考）前期実績 

（2023年12月期） 

147,672 8,564 5,856 5,064 167.46 

*業績予想の前提となる為替レート及び銅価格は下記の通り想定しています。 

為替レート: 米ドル/円 152.48円 

ユーロ/円  160.36円 

人民元/円   21.02円 

銅価格:  9,539 米ドル/トン 

 

2. 修正の理由 

当連結累計期間におきましては、ドイツにおける補助金の打ち切り等EV市場における政府補助金支給要件

の厳格化、金利の高止まりによる不動産投資の減速、中国経済低迷の⾧期化等による影響で、当社グループ

におけるxEV関連、太陽光発電関連、産業機器関連の需要減退が顕在化しました。当社グループは7月31日
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に通期業績予想の修正を発表しましたが、その後も、特に欧州における車載関連市場・インダストリー関連

市場の回復に時間を要しています。現下の厳しい状況は当面続くと見られるため、大胆な構造改革を速やか

に実施する必要があると判断しました。構造改革の内容は欧州拠点における人員削減による合理化であり、

需要減に応じた人員の適正化を図ります。本合理化により、2024年12月期に退職一時金等に係る引当金約

950百万円を計上しますが、2025年12月期以降に1年あたり約1,100百万円の費用削減効果を見込んでいま

す。 

なお、当社グループは中⾧期的には世界の脱炭素化というメガトレンドは不可逆なものであるとの見方

を維持しており、足元でも脱炭素関連の案件は着実に積み上がっています。他方で、世界経済を巡る不確

実性の高まりを受けて脱炭素関連の投資手控え等の動きが拡がっており、当初想定した売上収益拡大が遅

れています。当社グループは、こうした状況に対応するため、損益分岐点の改善及び収益源の多様化に取

り組んでいます。また、成⾧の実現に向けた案件獲得活動を継続しています。 

当社グループは、各取り組みの実行を通じて引き続き中期経営計画に掲げた目標の達成を目指します。 

 

3. 期末配当予想について 

当社グループは「連結配当性向30%以上及び株主資本配当率（DOE）等も考慮した配当の実施」を配当

方針としています。通期業績予想を下方修正しますが、収益力の強化及び持続的な成⾧に向けた施策を着実

に進めていることから、今期期末配当は前回予想を据え置き、1株当たり配当金は27.0円（通期で53.0円）

とする予定です。なお、期末配当の額は2025年2月21日に開催する取締役会において確定します。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後の様々な要因によって予想と異なる可能性があります。 

 

以  上 


